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第7回航空気象シンポジウム
　第7回航空気象シンポジウムは昭和33年10月15日午後

1時から気象庁研修所東京教室で開催した．参加者約30

名で活発な討論が行われた．講演題目及び内容の概要は

次のとおりである．

　1・　台風周辺の飛行例　　　　　　黒　岡　　　元

　台風号22の飛行機観測資料から，台風による飛行障害

天気のSevere域（Severe　turburence，Severe　icing）

及びModerate域が台風の移動に伴ってどのように分布

するかを示した．

　2・太平洋における高層の卓越気圧配置型と風速場に

対する調査　　　　　　　　　　　　杉　本　　　豊

　太平洋地域で卓越する気圧配置を主として高層の高気

圧に着目して分類調査し，それら各卓越気圧配置に伴う

風速場の特性を明らかにし，太平洋における上層風予報

の参考を作成した．

　3．台湾西部平野における各期（1～3km）上層の特

異風について　　　　　　　　　　田　辺　三　郎

　台湾西部平野における各期1～3kmの上層風は，台湾

の地形の特性の影響をうけるが，季節風の吹き出しから

一般流が東寄りになる各過程で，その特異性が変化する

ことを示した．

　4・　中部太平洋における気圧配置飛行の研究（第2報）

　　　　　　　　　　　　　　　　光　野　　　一

　飛行時間が最短にできるいわゆる　Minimum　night
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pathをWave　front　theoryによって，実際の天気図

から求むるにはかなりの時間がか㌧るが，東京一ホノル

ル間の飛行の場合には，館野，V一定点，ミヅドゥェー，

及びホノルルの等圧面高度が予想できれば，それから統

計的に求めた相関関係からかなりの精度でそのPathを

求めることができることを示した．

　5．太平洋の四季別の200ミリバール，ノルマルチャ

ートについて　　　　　　　　　　　気象庁　高層課

　Aerogical　data，アメリカのHistorical　map，及び

その他の資料から北太平洋地域における200mbの5年

平均のノルマルチャートを1・4・7・10月について作成

し，200mb上の等高度線，等温線，等風速線及びiet軸

の特性などについて示した．

　6。沖縄における台風域内の上層風について

　　　　　　　　　　　　　　　　　今　井　光　男

　沖縄の半径300マイル以内に接近した台風の上層風の

分布をその径路別に調査し，台風の北東及び南東象限に

あたるときは上層1．5～2．5km附近で風速が弱まり，そ

れより上層で漸増することを示した．

　7．特別映写会

　講演討論が終って，東京管区気象台技術課作成の台風

11号，21号，及び22号のレーダーによる16ミリ映画を鑑

賞した．　　　　　　　　　　　　（上松清記）
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